
自然災害への備えに関する

要配慮者利用施設管理者に対する説明会

近畿地方整備局 大阪府



本日の説明内容

１．今回説明会の経緯
２．大阪で起こりうる自然災害
３．災害リスクの把握
４．避難情報の入手と活用
５．避難確保計画の作成



今回説明会の経緯

○ 岩手県岩泉町の小本川と支川清水川において、溢水、越水、決壊により広範囲で浸水が発生。

○ これまでに、浸水面積242ha、床上浸水118戸、床下浸水39戸の甚大な浸水被害が生じるとともに、小本川沿川の高齢者福祉

施設では、9名の死亡が確認された。
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8月30日

小本川水位データ（赤鹿）

雨量データ（岩泉）

最高水位 6.61m

最大時間雨量 66mm

最大24時間雨量 211mm
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今回説明会の経緯

Ø 避難行動に踏み切れなかった。【施設管理者】

・『避難準備情報』の意味が、「要配慮者を避難させるための情報」であることが、

施設管理者に理解されていなかった。

・被災した要配慮者施設では避難マニュアルがなかったため具体な行動として

何をすればよいかわからなかった。
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大阪の特徴



大阪の特徴（地盤・地形）

【出展】近畿地方整備局「地球温暖化に伴う大規模水害対策検討会（H22.1.7 第1回検討会 資料-3）

【出展】大阪府土地利用現況調査

【出展】国勢調査(H22)

土地利用 昼間人口の集積



私たちの身のまわりで起こりうる「危機事象」とは

「危機事象」の種類

自然災害

風水害 ・・・・・ 台風（高潮）、豪雨、土砂崩れなど
地 震 ・・・・・ 上町断層帯地震、南海トラフ巨大地震など
津 波 ・・・・・ 南海トラフ巨大地震による津波、

海外での地震による津波 等

重大事故等

交通機関等 ・・・・・・・・・・ 列車や航空機、船舶事故
原子力機関 ・・・・・・・・・・ 研究用原子炉、加工施設、発電所
集客施設 ・・・・・・・・・・ 遊園地、商業施設、学校
府管理施設 ・・・・・・・・・・ 庁舎、学校、福祉施設、医療施設
石油コンビナート ・・・・・・・ 危険物・高圧ガス貯蔵施設
森林、山林 ・・・・・・・・・ 林野火災 等

国民保護事態

武力攻撃事態、大規模テロなどの緊急対処事態 等

その他

感染症、大量殺傷、ハイジャック、サイバーテロ 等

2015年9月 関東・東北豪雨

2011年3月 東日本大震災 2014年8月豪雨による広島県土砂災害

2001年9月 アメリカ同時多発テロ
1995年3月 地下鉄サリン事件



自然災害とは

豪雨災害



自然災害（豪雨災害） —洪水の氾濫メカニズム—

外水氾濫

内水浸水 堤防から水が溢れなくても、河川へ排水する川や下水路の排水能力の不足などが原因で、降った雨を排水処理
できなくて引き起こされる浸水

河川の堤防から水が溢れ又は破堤して家屋や田畑が浸水する氾濫

東大阪市（H16.10.20 台風23号による雨）

関東・東北豪雨



自然災害（豪雨災害） —近年、大阪周辺で起きた豪雨災害—

【平成26年度】8月15日からの大雨
京都府福知山市の浸水状況

【平成25年度】台風18号 淀川水系桂川出水状況（京都市嵐山地区）

平成25年8月 上の川（吹田市）平成25年9月 天見川（河内長野市）



自然災害とは

土砂災害



自然災害（土砂災害） —土砂災害の発生メカニズム—

土石流 地すべりがけ崩れ

地面にひび割れ・段差ができる。
樹木が倒れる。
池や川の水が濁る。

小石がぱらぱらと落ちる。
湧水が止まる（または急に増える）。
がけにひび割れが入る。
木が摺れる音がする

（イメージ図：NPO法人土砂災害防止広報センター）

急に流水が濁る。流木が混じる。
雨が降り続いているのに川の水位
が下がる。
山鳴り・地鳴りがする。
木の裂ける音、転石の音がする。

前ぶれ 前ぶれ 前ぶれ



〈土砂災害〉

土砂災害が 短時間に集中して発生
・死者 ：72名
・行方不明者 ：2名

平成26年8月19日夜から20日未明にかけて、広島市を中心とした
局地的な豪雨により、川沿い帯状の範囲に土砂災害が集中して発生。 気象台：三入（ミイリ）観測局

写真１

国土交通省：高瀬（タカセ）雨量観測所

０ｋｍ ４ｋｍ

（広島市安佐南区八木付近の状況）

被災写真

自然災害（土砂災害） —平成26年8月豪雨の土砂災害（広島県）—



自然災害（土砂災害） —近年の大阪で起きた土砂災害—

【がけ崩れ】 H25.9.16
茨木市清阪（2）

【土石流】 H25.9.16
交野市 前川第一支渓

【がけ崩れ】 H25.9.16
千早赤阪村 東阪-1

【がけ崩れ】 H25.9.16
豊能町木代

【がけ崩れ】 H25.4.8
柏原市 鴈田尾畑

【がけ崩れ】 H25.9.16
河内長野市 石見地区 【がけ崩れ】 H25.9.16

大東市 北条

【がけ崩れ】 H25.9.16
枚方市 杉（2）

【土石流】 H25.9.16
交野市天野川支川第四支渓

【がけ崩れ】 H25.9.16
四條畷市 清滝



自然災害とは

台風と高潮



自然災害（台風と高潮） —台風と高潮の発生メカニズム—

Ａ．吸い上げ効果

台風や低気圧の中心では気圧が周辺より低いため、気圧の高い
周辺の空気は海水を押し下げ、中心付近の空気が海水を吸い上げ
るように作用する結果、海面が上昇する。

Ｂ．吹き寄せ効果

台風や低気圧に伴う強い風が沖から海岸に向かって吹くと、海水
は海岸に吹き寄せられ、海岸付近の海面が上昇する。 また遠浅の
海や、風が吹いてくる方向に開いた湾の場合、地形が海面上昇を助
長させるように働き、特に潮位が高くなりなる。

熱帯の海上にいったん空気の渦がで
きると、渦の中心に向かって、多く水蒸
気を含んだ空気がまわりから流れ込む。
そして、上昇気流が生まれる。

雲が作られ、雲は背高く成長して積乱
雲にまで発達。雲のできる過程で、水
蒸気が水粒に変わる。そのとき、非常
に多くの熱を放出し、その熱がまわり
の空気をあたため、上昇気流はさらに
強まる。

これが繰り返されていくうちに、小さな渦は大き
な渦にまで発達する。これが熱帯低気圧の発
生です。熱帯低気圧が発達すると台風となる。

同じ熱帯でも、大陸には熱帯低気圧はできませ
ん。海から放出される莫大な水蒸気が台風のエ
ネルギー源であるからである。

台 風

高 潮



自然災害（台風と高潮） —過去の3大台風—

項 目 室戸台風 ジェーン台風 第2室戸台風

年度 昭和９年 昭和25年 昭和36年

気圧（hPa） 955 970 937

総雨量（mm) 22 65 43

潮位（O.P.+m） 4.2 3.85 4

浸水面積（ha) 4,291 5,625 3,100

浸水家屋計（戸）府下 166,720 80,464 126,980

罹災者数（人） 17,898 21,465 2,165

死者数（人） 990【41】 221 7

ジェーン 第2室戸

室戸

【浸水深凡例】

：2～3ｍ

：1～2ｍ

：0～1ｍ

【浸水深凡例】

：2～3ｍ

：1～2ｍ

：0～1ｍ

台風経路

室戸台風による浸水区域 ジェーン台風による浸水区域 第２室戸台風による浸水区域



自然災害（台風と高潮） —大阪に上陸した過去の3大台風—

ジェーン台風による被害状況 大阪市港区市原付近

第２室戸台風による被害状況 大阪市北区中之島



自然災害（台風と高潮） —大阪に上陸した過去の3大台風—

陸側 海・川側



自然災害とは

地震と津波



じしん つなみ

地震・津波の発生メカニズム
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じしん つなみ

地震・津波の発生メカニズム

津波として陸地に到達。

【参考写真】東北地方太平洋沖地震時の岩手県宮古市役所
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自然災害（地震と津波） —過去の日本の地震被害—

窓ガラスの破損（福岡南西沖地震）震度５弱

神社灯篭の倒壊（三重県中部地震）震度５強
建築物の倒壊（中越震災）震度６弱

住宅倒壊による道路閉塞（阪神淡路大震災）震度６強 高速道路の倒壊（阪神淡路大震災：神戸・芦屋市）震度７

断水（水道管破損による漏水）
（東日本大震災 千葉県船橋市）震度６弱



自然災害（地震と津波） —大阪で想定される７つの地震—

③
生
駒
断
層
帯

⑥東南海・南海地震
⑦南海トラフ巨大地震

①上町断
層帯（A）

② 上 町 断
層帯（B）

③生駒断
層帯

④有馬高
槻断層帯

⑤中央構
造線断層
帯

⑥ 東 南
海・南海

⑦ 南 海 ト
ラ フ 巨 大
地震

マ グ ニ
チュード

7.5～7.8 7.5～7.8 7.3～7.7 7.3～7.7 7.7～8.1 7.9～8.6 9.0
※津波9.1

計測震度 4～7 4～7 4～7 3～7 3～7 4～6弱 5～6強

建物全半
壊棟数

全壊363千棟
半壊329千棟

全壊219千棟
半壊213千棟

全壊275千棟
半壊244千棟

全壊86千棟
半壊93千棟

全壊28千棟
半壊42千棟

全壊22千棟
半壊48千棟

全壊179千棟
うち津波31千
棟

出火件数
（炎上1日

夕刻）

538件 254件 349件 107件 20件 9件 －

死傷者数
死者13千人
負傷149千人

死者6千人
負傷91千人

死者10千人
負傷101千人

死者3千人
負傷46千人

死者0.3千人
負傷16千人

死者0.1千人
負傷22千人

死者134千人
負傷99千人



自然災害（地震と津波） —南海トラフ巨大地震—



自然災害（地震と津波） —南海トラフ巨大地震—

大阪市

堺市

高石市

泉大津市

忠岡町

岸和田市

貝塚市

泉佐野市

田尻町

泉南市

阪南市

岬町

淀川

関西国際空港

和歌山市

神戸市 尼崎市

西宮市芦屋市

大和川

津波到達時間

大阪府内の震度

○南海トラフ巨大地震

紀伊半島沖の南海トラフを震源とするマグニチュード9クラスの巨大地
震で、今後30年以内の発生確率が70%と言われている。（地震調査研究

推進本部 地震調査委員会）


